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医
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第
一
章

通
史

第
一
節

前
史
―
―
医
学
部
附
属
学
校
の
時
代
―
―

明
治
に
入
り
、
北
海
道
で
は
人
口
が
増
加
す
る
一
方
、
妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
死
亡
や
伝
染
病
の
蔓
延
な
ど
保
健
医
療
は
劣
悪
な
状
況

に
あ
り
、
医
師
の
ほ
か
、
助
産
婦
や
看
護
婦
の
養
成
は
緊
急
な
課
題
で
あ
っ
た
。
助
産
婦
（
当
時
は
産
婆
）
の
養
成
は
開
拓
使
に
よ
り

一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
頃
か
ら
函
館
、
札
幌
、
根
室
の
公
立
病
院
で
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
は
産
婆
学
術
試
験
も
実
施
さ
れ
た
。
看

護
婦
の
養
成
は
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
頃
か
ら
日
本
赤
十
字
社
の
事
業
と
し
て
始
め
ら
れ
、
そ
の
後
養
成
所
が
道
内
各
地
の
病
院

に
設
置
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
中
、
北
海
道
大
学
に
医
学
部
が
新
設
さ
れ
た
翌
年
の
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
看
護
法
講
習
科
（
講
習

期
間
二
年
）
が
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
は
産
婆
養
成
所
（
修
業
年
限
二
年
）
が
設
置
さ
れ
、
本
学
で
の
医
療
技
術
者
教
育
が

開
始
さ
れ
た
。

第
二
次
大
戦
後
の
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
「
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
」
が
制
定
さ
れ
た
の
を
受
け
、
看
護
婦
・
助
産
婦
の

養
成
所
は
そ
れ
ぞ
れ
看
護
学
校
（
三
年
課
程
、
一
九
五
一
年
改
称
）、
助
産
婦
学
校
（
一
年
課
程
、
一
九
五
二
年
改
称
）
と
な
っ
た
。

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
に
は
「
診
療
放
射
線
技
師
法
」
が
制
定
さ
れ
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
に
道
内
初
の
診
療
エ
ッ
ク
ス

線
技
師
学
校
（
二
年
課
程
）
が
設
置
さ
れ
た
。
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
に
は
「
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法

律
」
が
制
定
さ
れ
、
一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
に
衛
生
検
査
技
師
学
校
（
二
年
課
程
）
も
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
医
学

部
附
属
学
校
と
し
て
の
設
置
で
、
予
算
も
乏
し
く
、
医
学
部
旧
研
究
室
な
ど
を
利
用
し
た
劣
悪
な
設
備
・
環
境
下
で
の
発
足
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
・
衛
生
検
査
両
技
師
学
校
は
三
年
課
程
の
診
療
放
射
線
技
師
学
校
、
臨
床
検
査
技
師
学
校
に
改
組
さ
れ
た
。
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一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
に
四
つ
の
附
属
学
校
は
旧
医
学
部
跡
地
の
新
校
舎
に
移
転
し
（
現
・
医
療
技
術
短
期
大
学
部
校
舎
三
階
建

て
部
分
）、
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
に
看
護
・
診
療
放
射
線
・
臨
床
検
査
の
各
校
は
「
各
種
学
校
」（
学
校
教
育
法
第
八
三
条
）
か

ら
「
専
修
学
校
」（
同
八
二
条
の
二
）
へ
と
昇
格
し
た
（『
北
大
医
学
部
五
十
年
史
』
参
照
）。
一
方
、
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
は

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
に
「
理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
」
が
制
定
さ
れ
、
養
成
制
度
が
確
立
し
た
も
の
の
、
道
内
で
の
養

成
は
医
療
技
術
短
期
大
学
部
設
置
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

第
二
節

医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
設
立
か
ら
現
在
ま
で

文
部
省
は
医
学
部
附
属
学
校
を
改
組
・
昇
格
す
る
方
針
を
固
め
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
か
ら
順
次
昇
格
さ
せ
て
い
っ
た
。
本

学
で
は
学
校
関
係
者
の
期
待
に
反
し
て
医
療
技
術
者
教
育
高
度
化
へ
の
認
識
は
十
分
で
は
な
く
、
設
置
準
備
室
は
一
九
七
九
（
昭
和
五

四
）
年
四
月
に
、
創
設
準
備
室
は
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
四
月
に
よ
う
や
く
設
置
さ
れ
た
（
両
室
長
と
も
村
尾
誠
看
護
学
校
長
・

第
一
内
科
教
授
）。
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
十
月
、
北
海
道
大
学
に
医
療
技
術
短
期
大
学
部
看
護
学
科
が
併
設
さ
れ
、
新
校
舎
建

築
が
開
始
さ
れ
た
。
一
九
八
一（
昭
和
五
六
）年
四
月
に
は
理
学
療
法
学
科
と
作
業
療
法
学
科
が
設
置
さ
れ
、
道
内
初
の
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
の
養
成
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ー
ク
会
館
に
お
い
て
、
赴
任
し
た
一
二
名
の
教
官
（
一
般
教
育
等
六
名
、
看
護
・

理
学
・
作
業
の
各
二
名
）
と
看
護
学
科
第
一
回
生
の
参
加
の
下
、
開
学
式
と
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
に

は
衛
生
技
術
学
科
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
に
は
診
療
放
射
線
技
術
学
科
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
に
は
専
攻
科
助
産
学
特

別
専
攻
が
設
置
さ
れ
、
四
月
に
そ
れ
ぞ
れ
入
学
試
験
と
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。
教
官
も
学
科
の
学
年
進
行
と
と
も
に
年
々
増
加
し
、
校

舎
を
含
め
教
育
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。
一
方
、
各
附
属
学
校
は
学
生
募
集
を
停
止
し
、
順
次
閉
校
し
て
い
っ
た
。
こ
の
時
点
で
、
本
学

部
は
五
学
科
と
一
専
攻
科
で
構
成
さ
れ
、
学
年
進
行
後
、
学
生
数
六
二
〇
名
、
教
官
数
六
三
名
に
職
員
を
加
え
、
総
勢
七
百
余
名
を
擁
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す
る
学
部
と
な
っ
た
。
ま
た
、
本
学
部
は
北
海
道
大
学
の
一
部
局
と
し
て
、
部
長

の
評
議
会
参
加
や
学
生
委
員
会
な
ど
全
学
の
委
員
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
管
理
・

運
営
の
責
任
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。本
学
部
学
生
も
、厚
生
施
設
の
利
用
や
サ
ー

ク
ル
活
動
、
大
学
祭
な
ど
で
全
学
の
一
員
と
し
て
の
参
加
が
可
能
と
な
り
、
学
生

生
活
は
質
的
に
も
大
き
く
向
上
し
た
。
教
官
も
文
部
省
の
在
外
・
国
内
研
究
員
を

は
じ
め
、
科
学
研
究
費
の
申
請
な
ど
を
通
じ
て
自
由
な
研
究
活
動
が
可
能
に
な
り
、

教
育
・
研
究
活
動
は
飛
躍
的
に
発
展
し
た
。
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
、
創
設
一

〇
周
年
を
記
念
し
て
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
、
以
後
市
民
対
象
の
保
健
医
療
に
関

す
る
社
会
教
育
活
動
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
開
学
か
ら
二
〇
年
を
迎
え
、
卒
業

生
は
す
で
に
約
三
五
〇
〇
名
を
数
え
、
道
内
外
で
の
保
健
医
療
や
教
育
研
究
に
大

い
に
活
躍
し
て
い
る
。

第
三
節

四
年
制
大
学
化
と
大
学
院
の
開
設
へ

近
年
、
医
療
技
術
者
の
大
学
お
よ
び
大
学
院
教
育
が
急
速
に
進
み
、
こ
れ
は
本

学
部
の
設
立
当
初
か
ら
の
目
標
で
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
一
九
八
八（
昭
和
六
三
）

年
に
は
四
年
制
問
題
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
を
発
足
さ
せ
て
国
内
外
の
資
料
収

集
を
開
始
し
、
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
以
降
は
四
年
制
検
討
委
員
会
か
ら
準
備

検
討
委
員
会
へ
と
発
展
・
改
組
さ
せ
、
設
置
計
画
を
検
討
し
て
き
た
。
一
方
、
文

写真１ 医療技術短期大学部開学記念式典
（１９８１年４月１１日、於 北大クラーク会館）

部 局 史 1262



部
省
は
医
療
技
術
短
期
大
学
部
を
医
学
部
保
健
学
科
へ
改
組
し
、
併
せ
て
大
学
院
を
設
置
す
る
方
針
の
下
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年

か
ら
相
次
い
で
全
国
の
医
療
技
術
短
期
大
学
部
を
保
健
学
科
へ
昇
格
さ
せ
、
大
学
院
を
開
設
さ
せ
て
き
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
本
学

部
で
は
医
学
部
と
の
間
に
医
学
部
保
健
学
科
設
置
準
備
委
員
会
（
委
員
長
・
医
学
部
長
）
を
設
け
、
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
に
は

評
議
会
で
保
健
学
科
設
置
の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
文
部
科
学
省
へ
の
概
算
要
求
を
経
て
、
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
十

月
に
医
学
部
保
健
学
科
の
設
置
が
実
現
す
る
見
通
し
と
な
り
、
学
年
進
行
に
伴
う
大
学
院
の
設
置
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章

学
科
等

第
一
節

一
般
教
育
等

医
療
技
術
短
期
大
学
部
に
入
学
し
た
新
入
生
が
最
初
に
学
ぶ
主
な
科
目
は
人
文
・
社
会
科
学
な
ど
の
教
養
科
目
、
物
理
、
化
学
、
生

物
な
ど
の
基
礎
科
目
、
保
健
体
育
科
目
お
よ
び
外
国
語
科
目
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
担
当
す
る
一
般
教
育
等
専
任
教
官
と
し
て
六
名
が
一

九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
四
月
に
、
三
名
が
翌
年
四
月
に
着
任
し
た
。
一
般
教
育
等
科
目
の
目
的
は
、
専
門
に
偏
る
こ
と
な
く
、
幅
広

い
知
識
と
教
養
、
豊
か
な
人
間
性
や
創
造
力
を
養
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
学
内
外
の
多
く
の
非
常
勤
講
師
の
協
力
も
得
て
、
学

生
が
学
ぶ
機
会
を
数
多
く
提
供
す
る
よ
う
努
め
て
き
た
。
ほ
と
ん
ど
の
専
任
教
官
が
交
代
し
た
が
、
今
も
こ
の
教
育
目
的
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
の
大
学
設
置
基
準
大
綱
化
以
降
、「
一
般
教
育
」
の
名
称
は
ほ
と
ん
ど
の
大
学
か
ら
消
え
た
が
、

全
国
の
医
療
短
期
大
学
に
は
「
一
般
教
育
等
」
又
は
「
総
合
教
育
」
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
四
年
制
化
が
実
現
し
た
暁
に
は
、
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新
入
生
は
他
学
部
学
生
と
同
様
に
充
実
し
た
全
学
教
育
科
目
を
受
講
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
節

看
護
学
科

北
海
道
大
学
に
お
け
る
看
護
教
育
は
八
〇
年
に
わ
た
る
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
本
看
護
学
科
の
前
身
で
あ
る
医
学
部
附
属
看
護

学
校
で
は
第
一
〜
三
三
回
生
ま
で
一
四
二
〇
名
が
卒
業
、
そ
れ
以
前
の
看
護
法
講
習
科
、
厚
生
女
学
部
の
卒
業
者
を
合
わ
せ
二
九
〇
〇

名
を
超
え
る
看
護
者
を
世
に
送
り
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
十
月
に
設
置
さ
れ
た
医
療
技
術
短
期
大
学
部
看

護
学
科
（
三
年
課
程
・
一
学
年
八
〇
名
）
は
医
学
・
医
療
の
進
歩
に
と
も
な
う
、
よ
り
高
度
な
専
門
的
技
術
を
持
っ
た
看
護
者
の
教
育

お
よ
び
看
護
研
究
を
行
う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
四
月
に
は
看
護
学
科
第
二
〇
期
生
が
入
学
、
卒
業
生
は

一
三
〇
〇
名
を
超
え
、
医
学
部
附
属
病
院
を
は
じ
め
、
道
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
最
近
の
卒
業
者
の
進
路

で
は
約
三
五
〜
四
〇
％
が
助
産
婦
・
保
健
婦
の
資
格
取
得
の
た
め
に
進
学
し
た
り
、
他
の
四
年
制
大
学
（
と
く
に
看
護
系
）
に
編
入
す

る
な
ど
高
学
歴
志
向
が
見
ら
れ
る
。
今
後
さ
ら
に
人
口
の
高
齢
化
や
疾
病
構
造
の
変
化
が
予
想
さ
れ
、
個
人
・
家
族
・
地
域
に
お
け
る

保
健
上
の
問
題
で
も
看
護
の
役
割
は
ま
す
ま
す
拡
大
・
多
様
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
も
四
年
制
の
医
学
部
保
健
学
科
と
し
て
、
さ
ら
に
大
学
院
研
究
科
に
お
け
る
看
護
領
域
の
高
度
職
業
人
と
教
育
者
・
研
究
者

の
育
成
を
目
指
し
た
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

第
三
節

理
学
療
法
学
科

国
際
障
害
者
年
に
、
作
業
療
法
学
科
と
と
も
に
道
内
初
の
養
成
課
程
と
し
て
各
界
よ
り
期
待
さ
れ
て
誕
生
し
た
。
学
生
数
は
一
学
年
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二
〇
名
で
計
六
〇
名
、
教
官
は
九
名
（
六
名
が
理
学
療
法
士
、
他
は
生
理
学
・
内
科
学
・
整
形
外
科
学
の
教
官
）
で
、
少
人
数
で
の
恵

ま
れ
た
教
育
環
境
に
あ
る
。
最
近
の
学
生
構
成
は
、
男
女
半
々
で
社
会
人
や
大
卒
者
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
授
業
や
臨
床

実
習
で
は
、
医
療
職
種
の
特
性
か
ら
、
患
者
・
障
害
者
の
機
能
回
復
や
疾
病
を
癒
す
こ
と
の
理
解
を
重
視
し
て
い
る
。
開
学
以
来
、
三

〇
〇
名
以
上
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
道
内
外
の
医
療
施
設
、
養
成
校
、
医
療
行
政
な
ど
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。

第
四
節

作
業
療
法
学
科

理
学
療
法
学
科
と
同
じ
く
学
生
数
は
一
学
年
二
〇
名
で
計
六
〇
名
、
教
官
は
九
名
（
六
名
が
作
業
療
法
士
、
他
は
解
剖
学
・
精
神
医

学
・
神
経
学
の
教
官
）
で
あ
る
。
学
生
は
女
子
が
多
数
を
占
め
る
が
、
社
会
人
や
学
卒
者
の
比
率
が
高
い
こ
と
も
当
学
科
の
特
徴
で
あ

る
。
授
業
や
臨
床
実
習
で
は
志
向
す
る
職
業
特
性
か
ら
、
患
者
・
障
害
者
の
心
身
機
能
や
社
会
機
能
の
理
解
を
重
視
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
三
〇
〇
名
以
上
の
作
業
療
法
士
を
送
り
出
し
た
が
、
八
割
以
上
が
道
内
在
住
で
、
多
く
が
老
年
・
身
体
障
害
系
、
精
神
系
の
病
院
・

施
設
に
勤
務
し
て
い
る
。
学
生
実
習
を
担
当
し
た
り
、
養
成
教
育
に
関
わ
る
者
も
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

第
五
節

衛
生
技
術
学
科

一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
に
産
声
を
あ
げ
た
二
年
制
の
医
学
部
附
属
衛
生
検
査
技
師
学
校
は
六
期
生
で
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）

年
に
終
了
し
（
卒
業
生
一
一
五
名
）、
こ
れ
に
代
わ
り
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
に
開
設
さ
れ
た
三
年
制
の
臨
床
検
査
技
師
学
校
も

一
〇
期
生
の
卒
業
で
幕
を
閉
じ
た
（
卒
業
生
一
九
八
名
）
。
医
療
技
術
短
期
大
学
部
衛
生
技
術
学
科
の
開
設
は
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）

年
で
初
代
学
科
主
任
の
唐
嶋
田
隆
教
授
を
病
で
失
う
不
幸
を
み
た
が
、
以
後
順
調
に
運
営
さ
れ
、
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
三
月
現
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在
で
、
一
七
期
生
ま
で
卒
業
生
は
計
六
四
七
名
に
達
し
て
い
る
。
う
ち
五
一
三
名
（
七
四
％
）
は
病
院
や
検
査
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
臨

床
検
査
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。
大
学
等
研
究
機
関
の
技
官
と
し
て
働
く
も
の
も
少
な
く
な
い
。
他
業
種
で
活
躍
し
て
い
る
も
の
も
数

名
お
り
、
海
外
青
年
協
力
隊
等
の
国
際
協
力
に
参
加
し
て
い
る
も
の
が
常
に
一
〜
二
名
い
る
。
一
方
、
卒
業
後
四
年
制
大
学
へ
の
再
入

学
は
医
科
大
学
、
本
学
歯
学
部
、
他
大
学
獣
医
学
部
な
ど
で
あ
る
。
他
大
学
医
学
部
保
健
学
科
系
へ
の
三
年
次
編
入
生
は
最
近
一
〇
年

間
で
一
八
名
を
数
え
、
う
ち
六
名
が
大
学
院
に
進
学
し
、
臓
器
移
植
や
遺
伝
子
診
断
な
ど
高
度
先
進
医
療
を
支
え
る
専
門
性
の
高
い
臨

床
検
査
技
師
や
研
究
者
・
教
育
者
へ
の
道
を
歩
み
始
め
て
い
る
。

第
六
節

診
療
放
射
線
技
術
学
科

診
療
放
射
線
技
術
学
科
は
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
四
月
に
創
設
さ
れ
た
北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
学
校

（
二
年
制
）
が
最
前
身
と
な
る
。
そ
の
後
、
道
内
唯
一
の
放
射
線
技
師
養
成
施
設
と
し
て
発
展
的
変
遷
を
重
ね
、
医
療
技
術
短
期
大
学

部
に
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
四
月
診
療
放
射
線
技
術
学
科
が
設
置
さ
れ
た
。
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
三
月
に
第
一
回
生
（
三

四
名
中
女
子
五
名
）
を
送
り
出
し
て
以
来
、
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
三
月
ま
で
一
五
期
生
、
五
四
〇
名
以
上
（
内
女
子
約
一
六
一

名
）
を
輩
出
し
て
き
た
。
診
療
放
射
線
技
師
の
学
校
教
育
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、
四
四
年
間
に
一
〇
〇
〇
名
以
上
が
世
に
送
り
出
さ
れ
、

医
療
技
術
者
と
し
て
道
内
の
み
な
ら
ず
全
国
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
。
最
近
は
科
学
技
術
庁
の
認
可
に
よ
る
放
射
線
取
扱
施
設
と
し
て
、

Ｘ
線
テ
レ
ビ
装
置
、
Ｘ
線
Ｃ
Τ
、
超
音
波
装
置
、
医
用
画
像
デ
ジ
タ
イ
ザ
等
を
揃
え
、
着
々
と
実
習
を
充
実
さ
せ
、
ま
た
教
官
の
教
育

研
究
活
動
も
活
発
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
学
生
の
動
向
と
し
て
は
、
医
療
系
短
期
大
学
の
四
年
制
化
が
進
む
社
会
情
勢
の
中
、
四
年
制

大
学
へ
再
入
学
・
編
入
学
し
、
学
士
を
取
得
す
る
も
の
（
一
三
名
）
が
増
え
、
更
に
大
学
院
進
学
（
六
名
）
に
よ
る
修
士
・
博
士
の
学

位
取
得
者
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
卒
業
生
の
こ
の
よ
う
な
動
き
が
道
内
の
医
療
技
術
の
発
展
を
支
え
、
ま
た
医
療
系
大
学
の
教
育
者
・
研
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究
者
を
も
確
保
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

第
七
節

専
攻
科
助
産
学
特
別
専
攻

専
攻
科
の
前
身
は
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
十
一
月
一
日
に
開
設
し
た
「
産
婆
養
成
所
」
に
始
ま
る
。
戦
後
の
一
九
五
二
（
昭
和

二
七
）
年
に
医
学
部
附
属
医
院
助
産
婦
養
成
所
か
ら
北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
助
産
婦
学
校
と
改
名
さ
れ
、
初
代
の
教
育
主
査
（
後
に

教
務
主
任
）
と
し
て
星
谷
千
重
が
着
任
し
た
。
北
大
の
助
産
婦
学
校
は
質
素
倹
約
、
慈
愛
を
旨
と
し
た
教
育
が
行
わ
れ
、
助
産
婦
学
校

の
校
風
は
そ
の
歴
史
を
閉
じ
る
ま
で
の
三
三
年
間
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
五
三
四
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
。
現
在
多
く
の
卒
業
生

が
、
病
院
、
地
域
、
教
育
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
医
療
技
術
短
期
大
学
部
専
攻
科
助
産
学
特
別
専
攻
は
一
九
八

五
（
昭
和
六
〇
）
年
に
新
出
発
し
、
発
足
時
、
専
攻
科
助
教
授
と
し
て
工
藤
美
樹
が
着
任
し
、
専
攻
科
の
礎
を
築
い
た
。
二
〇
〇
一
（
平

成
一
三
）
年
三
月
に
は
一
六
期
生
を
送
り
出
し
た
。
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
に
は
、
学
位
授
与
機
構
か
ら
学
士
課
程
の
認
定
を
受
け
、

こ
の
制
度
に
よ
り
学
士
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
学
生
も
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。
卒
業
生
の
動
向
は
、
臨
床
現
場
は
も
ち
ろ
ん
、
四
年

生
大
学
に
編
入
学
し
た
り
、
海
外
で
助
産
婦
と
し
て
活
躍
す
る
者
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
四
年
制
大
学
で
の
助
産
婦
教
育
の
充

実
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
こ
れ
ら
の
動
向
は
将
来
の
助
産
学
の
発
展
に
充
分
寄
与
出
来
る
人
材
が
育
ち
つ
つ
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

〔
執
筆

中
島
保
明
・
中
村
仁
志
夫
（
総
括
）、
三
浦
敏
明
（
一
般
教
育
等
）、
森
下
節
子
（
看
護
学
科
）、
飯
坂
英
雄
（
理
学
療
法
学

科
）
、
上
野
武
治
（
通
史
・
作
業
療
法
学
科
）
、
小
林
清
一
（
衛
生
技
術
学
科
）
、
下
妻
光
夫
（
診
療
放
射
線
技
術
学
科
）、
岩
田
銀
子
（
専

攻
科
助
産
学
特
別
専
攻
）〕
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年

表

一
九
二
〇
（
大
９
）

９
・
１５

北
海
道
帝
国
大
学
看
護
法
講
習
科
設
置
（
札
幌
市
北
八
条
西

五
丁
目
）、
第
一
回
生
四
〇
名
、
看
護
婦
養
成
が
開
始
さ
れ
た

一
九
二
一
（
大
１０
）

７
・

同
講
習
科
を
医
学
部
附
属
医
院
に
移
管
認
可
、
北
海
道
帝
国

大
学
医
学
部
附
属
医
院
看
護
法
講
習
科
と
改
称
さ
れ
た

７
・

講
習
科
長
は
院
長
兼
務
、
初
代
科
長
に
秦
勉
造
医
学
部
教
授

就
任

１０
・
１

医
学
部
附
属
医
院
に
産
婆
養
成
所
を
設
置
（
修
業
年
限
二
年
）

一
九
二
二
（
大
１１
）

８
・

医
学
部
附
属
医
院
看
護
法
講
習
科
第
一
回
生
三
五
名
卒
業

一
九
二
六
（
大
１５
、
昭
１
）

９
・
１

医
学
部
附
属
医
院
産
婆
養
成
所
規
程
の
一
部
改
正
に
よ
り
補

習
科
を
開
設
（
修
業
年
限
一
年
）

一
九
四
五
（
昭
２０
）

６
・
１６

看
護
法
講
習
科
を
厚
生
女
学
部
と
改
称
、
初
代
主
事
に
奥
田

義
正
教
授
就
任

一
九
四
七
（
昭
２２
）

６
・
１０

附
属
医
院
産
婆
養
成
所
を
附
属
医
院
助
産
婦
養
成
所
と
改
称

一
九
四
八
（
昭
２３
）

４
・

附
属
医
院
厚
生
女
学
部
に
高
等
女
学
校
卒
業
を
入
学
資
格
と

す
る
専
攻
科
が
設
置
さ
れ
た
（
修
学
年
限
二
年
）

一
九
四
九
（
昭
２４
）

５
・
３１

学
部
附
置
の
研
究
施
設
と
し
て
医
学
部
に
看
護
婦
養
成
施
設

が
設
置
さ
れ
た

一
九
五
〇
（
昭
２５
）

４
・
１７

附
属
医
院
厚
生
女
学
部
が
保
健
婦
助
産
婦
看
護
法
に
よ
り
甲

種
看
護
婦
学
校
の
指
定
を
う
け
た

一
九
五
一
（
昭
２６
）

３
・
３１

第
一
回
生
一
六
名
卒
業
、
厚
生
女
学
部
本
科
第
五
回
生
（
最

終
生
）
卒
業

４
・
１

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
附
属
看
護
婦
養
成
施

設
を
北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
看
護
学
校
と
改
称
、
初
代
校

長
に
高
杉
年
雄
医
学
部
教
授
就
任

一
九
五
二
（
昭
２７
）

４
・
１

国
立
学
校
設
置
法
の
改
正
に
よ
り
附
属
助
産
婦
養
成
施
設
を

北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
助
産
婦
学
校
と
改
称
、
初
代
校
長

に
小
川
玄
一
医
学
部
教
授
就
任

１０
・
１１

同
助
産
婦
学
校
は
保
健
婦
助
産
婦
看
護
法
の
規
定
に
よ
る
助

産
婦
学
校
と
し
て
指
定
を
う
け
た

一
九
五
六
（
昭
３１
）

４
・
１

国
立
学
校
設
置
法
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
り
医
学
部
に
診
療

エ
ッ
ク
ス
線
技
師
学
校
（
二
年
課
程
）
を
設
置
、
初
代
校
長

に
若
林
勝
医
学
部
教
授
就
任
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４
・
２８

医
学
部
附
属
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
学
校
第
一
回
入
学
式
挙

行
（
第
一
期
生
二
一
名
入
学
）

一
九
五
八
（
昭
３３
）

３
・
２４

医
学
部
附
属
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
学
校
第
一
回
卒
業
式
挙

行
（
第
一
期
生
二
一
名
卒
業
）

一
九
六
六
（
昭
４１
）

４
・
１

国
立
学
校
設
置
法
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
り
医
学
部
に
衛
生

検
査
技
師
学
校
（
二
年
課
程
）
を
設
置
、
初
代
校
長
に
高
杉

年
雄
医
学
部
教
授
就
任

４
・
１５

医
学
部
附
属
衛
生
検
査
技
師
学
校
第
一
回
入
学
式
挙
行
（
第

一
期
生
二
〇
名
）

４
・
１５

医
学
部
附
属
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
学
校
に
専
攻
科
（
一
年

課
程
）
が
設
置
さ
れ
た
（
第
一
期
生
四
名
入
学
）

４
・
１６

医
学
部
附
属
衛
生
検
査
技
師
学
校
が
衛
生
検
査
技
師
法
に
規

定
す
る
学
校
と
し
て
指
定
さ
れ
た

一
九
六
七
（
昭
４２
）

３
・
２０

医
学
部
附
属
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
学
校
専
攻
科
第
一
期
生

四
名
卒
業

一
九
六
八
（
昭
４３
）

３
・
２０

医
学
部
附
属
衛
生
検
査
技
師
学
校
第
一
回
卒
業
式
挙
行
（
第

一
期
生
一
八
名
卒
業
）

一
九
六
九
（
昭
４４
）

４
・
１

国
立
学
校
設
置
法
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
り
附
属
診
療
エ
ッ

ク
ス
線
技
師
学
校
を
診
療
放
射
線
技
師
学
校
（
三
年
課
程
）

に
改
組
、
初
代
校
長
に
若
林
勝
医
学
部
教
授
就
任

一
九
七
〇
（
昭
４５
）

３
・
２０

医
学
部
附
属
診
療
放
射
線
技
師
学
校
第
一
回
卒
業
式
挙
行
（
第

一
期
生
一
五
名
卒
業
）

一
九
七
二
（
昭
４７
）

４
・
１

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
一
部
改
正
に
よ
り
医
学
部
附
属

衛
生
検
査
技
師
学
校
を
臨
床
検
査
技
師
学
校
（
三
年
課
程
）

に
改
組
、
初
代
校
長
に
白
石
忠
雄
医
学
部
教
授
就
任

４
・
１０

医
学
部
附
属
臨
床
検
査
技
師
学
校
第
一
回
入
学
式
挙
行
（
第

一
期
生
二
〇
名
入
学
）

一
九
七
三
（
昭
４８
）

４
・
１

医
学
部
附
属
衛
生
検
査
技
師
学
校
が
廃
止
さ
れ
た

一
九
七
五
（
昭
５０
）

３
・
１５

医
学
部
附
属
臨
床
検
査
技
師
学
校
第
一
回
卒
業
式
挙
行
（
第

一
期
生
一
九
名
卒
業
）

一
九
七
九
（
昭
５４
）

４
・
１

北
海
道
大
学
に
北
海
道
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
設
置
準

備
室
が
設
置
さ
れ
た

一
九
八
〇
（
昭
５５
）

４
・
１

北
海
道
大
学
に
北
海
道
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
創
設
準

備
室
が
置
か
れ
た

１０
・
１

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
北
海
道
大
学
に
北
海

道
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
が
併
設
さ
れ
た

１０
・
１

初
代
学
長
と
し
て
今
村
成
和
北
海
道
大
学
学
長
、
初
代
主
事

に
村
尾
誠
医
学
部
教
授
が
就
任
し
た

１０
・
１

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
り
看
護
学
科

（
三
年
課
程
）
が
置
か
れ
た
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一
九
八
一
（
昭
５６
）

３
・
５

北
海
道
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
二
一
一
三
平
方
メ
ー
ト

ル
の
新
築
工
事
が
落
成
し
た

４
・
１

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
り
理
学
療
法

学
科
及
び
作
業
療
法
学
科
（
三
年
課
程
）
が
設
置
さ
れ
た

４
・
１１

北
海
道
大
学
ク
ラ
ー
ク
会
館
講
堂
に
お
い
て
開
学
式
を
挙
行

４
・
１１

同
講
堂
に
お
い
て
看
護
学
科
第
一
回
入
学
式
挙
行
（
第
一
期

生
八
〇
名
入
学
）

４
・
２８

理
学
療
法
学
科
、
作
業
療
法
学
科
第
一
回
入
学
式
挙
行
（
第

一
期
生
各
二
〇
名
入
学
）

５
・
１

第
二
代
学
長
に
有
江
幹
男
北
海
道
大
学
学
長
が
就
任
し
た

一
九
八
二
（
昭
５７
）

３
・
１８

医
療
技
術
短
期
大
学
部
二
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
新
築
工

事
、
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
増
築
工
事
が
落
成
し
た

４
・
１

主
事
に
恩
村
雄
太
医
学
部
教
授
が
就
任
し
た

４
・
１

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
り
衛
生
技
術

学
科
（
三
年
課
程
）
が
設
置
さ
れ
た

４
・
２８

衛
生
技
術
学
科
第
一
回
入
学
式
挙
行
（
第
一
期
生
四
〇
名
入

学
）

一
九
八
三
（
昭
５８
）

３
・
３１

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
り
医
学
部
附

属
看
護
学
校
が
廃
止
さ
れ
た

一
九
八
四
（
昭
５９
）

３
・
２２

北
海
道
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
第
一
回
卒
業
式
挙
行
（
看

護
学
科
六
九
名
、
理
学
療
法
学
科
一
八
名
、
作
業
療
法
学
科

一
八
名
卒
業
）

３
・
３１

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
り
医
学
部
附

属
臨
床
検
査
技
師
学
校
が
廃
止
さ
れ
た

４
・
１

医
療
技
術
短
期
大
学
部
に
診
療
放
射
線
技
術
学
科
（
三
年
課

程
）
が
設
置
さ
れ
た

４
・
２５

診
療
放
射
線
技
術
学
科
第
一
回
入
学
式
挙
行
（
第
一
期
生
四

〇
名
入
学
）

一
九
八
五
（
昭
６０
）

３
・
２２

医
療
技
術
短
期
大
学
部
衛
生
技
術
学
科
第
一
期
生
三
七
名
卒
業

３
・
２７

医
療
技
術
短
期
大
学
部
一
六
四
七
平
方
メ
ー
ト
ル
の
増
築
工

事
が
落
成
し
た

４
・
１

主
事
に
齋
藤
玲
教
授
が
就
任
し
た

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
り
医
学
部
附

属
助
産
婦
学
校
が
廃
止
さ
れ
た

４
・
１

医
療
技
術
短
期
大
学
部
に
専
攻
科
助
産
学
特
別
専
攻
が
設
置

さ
れ
た

４
・
２２

専
攻
科
助
産
学
特
別
専
攻
第
一
回
入
学
式
挙
行
（
第
一
期
生

一
三
名
入
学
）

９
・
２０

第
四
回
国
立
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
理
学
療
法
学
科
・

作
業
療
法
学
科
連
絡
協
議
会
を
主
催（
本
短
期
大
学
部
会
議
室
）

１２
・
１７

北
海
道
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
創
立
五
周
年
祝
賀
式
を

挙
行

一
九
八
六
（
昭
６１
）

４
・
１

国
立
学
校
設
置
法
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
り
医
学
部
附
属
診

療
放
射
線
技
師
学
校
が
廃
止
さ
れ
た

一
九
八
七
（
昭
６２
）

３
・
２０

医
療
技
術
短
期
大
学
部
診
療
放
射
線
技
術
学
科
第
一
期
生
三
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四
名
卒
業

５
・
１

第
三
代
学
長
に
伴
義
雄
北
海
道
大
学
学
長
が
就
任
し
た

８
・
２６

第
一
一
回
国
立
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
一
般
教
育
協
議

会
を
主
催
（
北
海
道
大
学
百
年
記
念
会
館
）

１０
・
１６

第
一
五
回
国
立
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
部
長
・
事
務
長

会
議
を
主
催
（
北
海
道
大
学
百
年
記
念
会
館
）

一
九
八
九
（
昭
６４
、
平
１
）

４
・
１

主
事
に
鈴
木
重
男
教
授
が
就
任
し
た

５
・
２９

北
海
道
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
主
事
が
北
海
道
大
学
医

療
技
術
短
期
大
学
部
部
長
に
変
更
さ
れ
た

５
・
２９

初
代
部
長
に
鈴
木
重
男
教
授
が
就
任
し
た

６
・
６

第
四
回
国
立
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
診
療
放
射
線
技
術

学
科
連
絡
協
議
会
を
主
催
（
本
短
期
大
学
部
会
議
室
）

６
・
７

第
四
一
回
全
国
診
療
放
射
線
技
師
教
育
施
設
協
議
会
を
主
催

（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
札
幌
）

７
・
２４

第
一
五
回
国
立
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
看
護
学
科
連
絡

協
議
会
を
主
催
（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
札
幌
）

一
九
九
〇
（
平
２
）

８
・
２５

第
一
回
北
海
道
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
公
開
講
座
が
開

催
さ
れ
た
（
中
高
齢
者
の
家
庭
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

１０
・
５

医
療
技
術
短
期
大
学
部
創
設
一
〇
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

一
九
九
一
（
平
３
）

５
・
１

第
四
代
学
長
に
廣
重
力
北
海
道
大
学
総
長
が
就
任
し
た

一
九
九
三
（
平
５
）

４
・
１

部
長
に
齋
藤
玲
教
授
が
就
任
し
た

一
九
九
五
（
平
７
）

４
・
１

部
長
に
鈴
木
重
男
教
授
が
就
任
し
た

４
・
１

今
宮
明
男
前
教
授
、
吉
田
京
子
前
教
授
に
北
海
道
大
学
医
療

技
術
短
期
大
学
部
名
誉
教
授
の
称
号
が
授
与
さ
れ
た

５
・
１

第
五
代
学
長
に
丹
保
憲
仁
北
海
道
大
学
総
長
が
就
任
し
た

一
九
九
六
（
平
８
）

４
・
１

吉
田
敏
雄
前
教
授
、
齋
藤
玲
前
教
授
、
坂
本
三
哉
前
教
授
、

田
中
英
二
前
教
授
に
北
海
道
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
名

誉
教
授
の
称
号
が
授
与
さ
れ
た

４
・
１

専
攻
科
助
産
学
特
別
専
攻
が
学
位
授
与
機
構
が
定
め
る
要
件

を
満
た
す
専
攻
科
と
し
て
認
定
さ
れ
た

１０
・
３

第
一
五
回
国
立
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
理
学
療
法
学

科
・
作
業
療
法
学
科
連
絡
協
議
会
を
主
催
（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
札
幌
）

一
九
九
七
（
平
９
）

４
・
１

部
長
に
森
田
穰
教
授
が
就
任
し
た

４
・
１

鈴
木
重
男
前
教
授
に
北
海
道
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
名

誉
教
授
の
称
号
が
授
与
さ
れ
た

９
・
１８

第
三
四
回
国
立
大
学
臨
床
検
査
技
師
教
育
施
設
協
議
会
を
主

催
（
北
海
道
大
学
学
術
交
流
会
館
）

一
九
九
九
（
平
１１
）

４
・
１

末
永
義
圓
前
教
授
、
山
口
成
厚
前
教
授
に
北
海
道
大
学
医
療

技
術
短
期
大
学
部
名
誉
教
授
の
称
号
が
授
与
さ
れ
た

二
〇
〇
〇
（
平
１２
）

４
・
１

鈴
木
重
統
前
教
授
に
北
海
道
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
名

誉
教
授
の
称
号
が
授
与
さ
れ
た

二
〇
〇
一
（
平
１３
）

２
・
２０

次
期
部
長
に
松
野
一
彦
教
授
が
選
出
さ
れ
た
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